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VI 集客地におけるモバイルオフィス 

1 集客地としての「道の駅」の特徴 
 集客地、例えば観光地における ICTの利活用は、W EB等での情報提供・情報発信な

どを主体として様々なシステムが実際に運用されている。 

こうした情報提供型システムの中には、必ずしも有効に活用されているとは言い難い

ものもあり、その主な理由としては、 

1.提供される情報が利用者のニーズと乖離している。 

2.情報を提供する側におけるシステムの使い勝手の悪さ。

といったことがあり、その背景としては、そのシステムに対する受け手のニーズ・送

り手のニーズについての調査が不十分であり、「最初にシステムありき」であったこと

が考えられる。 

そこで、「集客地におけるモバイルオフィス」 の検討に当たっては、実用性の高い

利活用モデルをとりまとめる観点から、まず、現場と利用者などのニーズを明らかにし

た上で、それに相応しいシステムはどうあるべきか、そして、その中でモバイルオフィ

スをどのように活用すべきかを視点とし、その検討対象としては、車との関わりが強く、

情報発着信拠点という性格を持つ「道の駅」を選定し、調査検討を行った。 

調査検討のプロセス 

道の駅の現状

現場・利用者などのニーズ

各ニーズを満たすための ICT利活用の可能性 

ICTを利活用したニーズを満たす「道の駅」

モバイルオフィスの活用
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（1） 道の駅の基本機能

道の駅は、平成 21年 7月現在で全国 917箇所が登録されており (国土交通省道路局ホ

ームページによる )、国（国土交通省）や都道府県が基本的な施設である駐車場やトイ

レを整備し、市町村や第三セクターなどが付帯施設を設置している。

【道の駅の基本的な機能】 

①道路利用者のための「休憩機能」 (原則24時間) 
②道路利用者や地域の方々のための「情報発信機能」 

③道の駅をきっかけに町と町とが手を結びあう「地域の連携機能」

図 29 道の駅のイメージ (国土交通省道路局ホームページから引用 )

国土交通省道路局ホームページによれば、平成 5年 4月に全国で 103箇所が登録さ

れたのを皮切りに年々増加の傾向にあり、 16 年間で約 8.9 倍に達していることからも、

社会的に広く受け容れられた施設となっている。

こうした道の駅は、原則的には単独した事業として経営されており、各道の駅の連携

は経営面では極めて希薄であり、そのため、年間 5万人近い来場者のある道の駅もあれ

ば、最低限の機能に限定しドライブイン化した駅もある。
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2 道の駅に関する現状調査
本調査検討会「集客地にモバイルオフィス」 WGにおいては、道の駅に関するニーズ

を把握するため、以下のとおりの調査等を実施した。

（1） 道の駅における現地調査 

① 調査の概要

【目的】運営者（駅長等）から現状を聴取することにより、モバイルオフィス利活

用の可能性を明らかにする。

【調査日】平成 21年 8月 21日 岐阜県 土岐美濃焼街道 どんぶり会館

【調査内容】 1道の駅概況 2 道の駅におけるモバイルオフィス導入時ついて

【参加者】

道の駅土岐美濃焼街道駅長 丹羽正孝

道の駅加子母 安藤直樹

伊藤忠商事株式会社知倶楽部室長 賦勺尚樹

調査検討会 WG 小野恒夫、赤崎まき子

道の駅土岐美濃焼街道 調査状況
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車内におけるモバイルオフィスの高度化に関する調査検討 

② 調査結果 

(1)	 道の駅を成功させるためには、道路利用者に「親切をいかに提供するか」とい

う問題を追及することが大切である。 

(2)	 道の駅の駅長は、地域のコンシェルジュであるべき。地域の情報、人脈を駆使

して、道路利用者への「親切提供」をしていくことが必要。

【道の駅から発信可能な (発信したい）情報】

・	 今日、この時間に診察可能な医療機関

・	 ザリガニやおたまじゃくしを見ることのできる場所案内

・	 今日のお買い得情報

・	 実際の現地天候（報道機関による「大雪」といった言葉だけではな

く、実際の状況を映像で伝える）

・	 駅長さんの所在

・	 駐車場の空き情報

・	 道の駅内レストランの空席情報

・	 地域住民から発信される情報（私のおすすめ観光スポット、お気に入

りのメニュー、大好きな風景が見られる場所、お寺情報など、観光雑

誌や行政発行の観光ガイドには乗ることのない地域密着の情報） 

(3)	 防災の観点からも、駅の利用が検討できるはず。 

(4)	 モバイルオフィスが実現した場合、上記情報を映像で伝送し、車で移動する旅

行者からの問い合わせ、例えば、レストランの予約やイベント参加予約が可

能となる。 

(5)	 カーナビ等と連動する情報発信が可能になれば、道の駅周辺を通行する車に対

して、情報発信ができるはず。


「本日偶数ナンバーのお車には特産品を何パーセント引き」


「本日誕生日の方にはプレゼント」


「おたまじゃくしに足がでました」


などといったタイムリーな情報を配信することにより、利用者の誘い込みが可

能となる。
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（2） 道の駅に関する公開討論

愛知県 ITS推進協議会第 50回会員セミナーとの共催により、「モバイルオフィスの

利活用に関するセミナー」を開催し、その中で公開討論（パネルディスカッション）を

行った。 

① 公開討論の概要

【開催日時】平成 21年 11月 6日（金） 13:00～16:00


【開催場所】名古屋ガーデンパレス 3階 葵の間


【聴講者】 67名


【討論の目的】


・ 道の駅におけるモバイルオフィスの活用可能性について、道の駅側のニーズか

ら検証する。

・ ITS関係者が道の駅について理解を深めることで、道の駅と ITS関係者の連携

を促進する。


【討論者】


・コーディネーター

株式会社デンソー ITS開発部技術企画室主幹 小野恒夫 (調査検討会 WG)

・パネラー

株式会社エイ・ワークス代表取締役 赤崎まき子 (調査検討会 WG)

道の駅加子母 ゆうらく館 駅長 安藤直樹

道の駅田原 めっくんはうす 前駅長 長神隆士

道の駅土岐 美濃焼街道 駅長 丹羽正孝

伊藤忠商事株式会社未知倶楽部室長 賦勺尚樹

総務省東海総合通信局陸上課上席電波検査官 石田敦敬 (調査検討会事務局 ) 
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車内におけるモバイルオフィスの高度化に関する調査検討 

② 公開討論の内容

・ 今、旅は「見る」から「知る・体験する」に変わってきており、観光パンフ

レットには載せる事のできない、リアルな現場の需要があると思われる。道

の駅はそれらの情報を活発に発信していくことで、利用客の向上につなが

る。（丹羽）

・ 少ないスタッフで接客しながらの情報発信はなかなか難しいが、情報発信す

ることで、集客が伸びるのも事実。（安藤）

・ 災害時において、地域住民には市役所等から情報提供されるが、車での旅行

者に対する伝達手段がなく、ラジオを聞いていなければ情報密室になってし

まう。道の駅からそれらの方に情報発信ができればよい（長神）

・ 防災等の情報以外に、わくわくするような情報を道の駅から発信することで

さらに利用者が増えるのではないか。逆に車利用者へローカルコンテンツを

流せるのは道の駅が最も有力であり、モバイルオフィスの有効活用ができ

るのでは。（赤崎）

討論のまとめ 道の駅側にも情報発信したいという強いニーズが確かにある。

情報発信するためには、容易に発信できる道具が必要。

詳細は、参考資料（ P89）に記載
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（3） 道の駅利用者に対するニーズ調査

第 16回名古屋モーターショーと併催の「あいち ITSワールド 2009」の来場者に対し、

アンケート調査を実施した。 

① 調査の概要

【実施日】平成 21年 11月 22日(日)及び 23日(祝)

【実施場所】 ポートメッセなごや 3号館東海総合通信局展示ブース

【実施方法】調査員がアンケート用紙を手渡し、その場で設問に対する回答を記入

し、調査員へ提出（無記名）

【回答数】 87件
 

② 調査項目及び調査結果

設問 1 あなたは道の駅へ行ったことがありますか？

は い 97.7 %

いいえ  2.3 %

設問 1-1 最後に行った道の駅は？ 

1999 年 1.2 % 

2006 年 1.2 % 

2007 年 1.2 % 

2008 年 3.5 % 

2009 年 62.4

不 明 30.6

設問 2 道の駅へ行く目的は何ですか？

休憩  82.8 %

食事  24.1 %

買い物  39.1 %

道路・観光情報入手  23.0 %

スタンプ集め  8.0 %

その他  3.4 %

特にない  4.6 %

不明  1.1 % 
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設問 3 ドライブで出掛けた慣れない土地で、道の駅とコンビニが並んで

いました。あなたは少しお腹がすいたと感じています。

あなたならどちらへ寄りますか？

道の駅  71.3 %

コンビニ  21.8 %

どちらへも寄らない  4.6 %

不明  2.3 %

【道の駅を選んだ理由】 (※原文のまま ) 

(1) 落ちついて食べられそう。コンビニはどこにでもあって新鮮味がない 

(2) 広い、自由、物が、トイレがきれい 

(3) 郷土品があるため、お得感 

(4) 地域のこと (名物など )がわかる 

(5) いつもとちがう物がありそう 

(6) 地元の名産品が手に入る 

(7) ゆっくりできる 

(8) 食事ができる。休けいできる。広い駐車場 

(9) 他の場所にはないため 

(10) 地方のスナック等があるから 

(11) P有 

(12) 珍しいものを売っている (地場の) 

(13) 土地の産物にふれる 

(14) 何も買わなくても問題ないから 

(15) ご当地の珍しいものがありそう 

(16) 色々あったから 

(17) 土地のカラーがよくでているから 

(18) いろいろなものも見れてたべるものがありあきない 

(19) その土地を感じられるから 

(20) 地元の情報が得られる 

(21) 食事がおいしい 

(22) 普通の食事ができるから 

(23) ゆったりした休けいスペース欲しい 

(24) 公共的な施設だから 

(25) 目的品 

(26) 色々ある 

(27) 地元の物がほしい 

(28) おみやげ 

(29) ゆっくり食事できる 

(30) コンビニはすわれない
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(31) 地産の物が食べたい 

(32) 土地のものが買える 

(33) 土地のものが食べられるから 

(34) トイレもかりれる 

(35) 食事ができるから 

(36) 観光パンフがある 

(37) トイレ 

(38) コンビニはあじけない 

(39) 色々な情報を入手したい 

(40) トイレが広い 

(41) 地場のものがあるから 

(42) 地元の食事が食べられる 

(43) 特産物等あるから 

(44) 食事とめずらしい土地の物を入手できる 

(45) 特産品が多い 

(46) 便理である 

(47) 地元の物がたべられるから 

(48) トイレがかりやすい 

(49) 何かいい地域のものがあるから 

(50) 地元の人が売っている物が買える。 

(51) 地のものを感じたい 食べたい 

(52) 郷土料理があるから 

(53) その土地の品物があるから 

(54) 土地の物が食べれる 

(55) コンビニはどこにでもあるから 

(56) かい物ができる。 

(57) 地元のおすすめが有るから 

(58) 郷土料理があるから 

(59) その土地独自の食べ物がありそうだから
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【コンビニを選んだ理由】 (※原文のまま )

(1) 品ぞろえが豊富 
(2) 手軽 
(3) いろいろある 
(4) 休憩もできる 
(5) なれているから 
(6) 安心できる 
(7) 食料を売っているから 
(8) 急ぐ時 
(9) 食べ物が多い 
(10) 何となく、食事があるかわらない 
(11) 何でもある 
(12) 商品がわかっているから 
(13) 弁当 
(14) 子供がすぐに物をえらべる 
(15) コーヒー・たばこ 
(16) 種類が多い 
(17) 近い 狭いから良い 
(18) 品ぞろえがわかっている

【どちらへも寄らないを選んだ理由】 (※原文) 

(1) 太るから  

(2) 別になし  
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設問 4 道の駅に期待すること (もっと充実してほしい機能)は何ですか？

休憩サービス機能  58.6 %

飲食サービス機能  49.4 %

物販サービス機能  34.5 %

観光ガイド機能  40.2 %

道路交通情報  37.9 %

緊急時支援機能  14.9 %

不明  1.1 %

設問 5 慣れない土地をドライブ中に、カーナビ上に「この先５㎞土砂崩落のため

通行止め・詳細はこの先 1km道の駅 XXXで確認を」と情報が表示されました。あ

なたはこの道の駅に立ち寄ると思いますか？

必ず立ち寄る  32.2 %

たぶん立ち寄る  52.9 %

立ち寄らない  4.6 %

わからない  10.3 %

設問 6 慣れない土地をドライブ中に、カーナビ上に「新鮮野菜 /お弁当・今だけ半

額・この 1km先道の駅 XXX」と情報が表示されました。あなたは、この道の駅に立

ち寄ると思いますか？

必ず立ち寄る  20.7 %

たぶん立ち寄る  57.5 %

立ち寄らない  10.3 %

わからない  11.5 %

設問 7 道の駅の手前１㎞あたりで問５、問６のような情報が受信できる場合、

あなたはどの機器から受信することを望みますか？

カーナビで画面表示＋音声読み上げ  78.2 % 

ETC 車載機から音声読み上げ  18.4 %

地域  FM 放送  9.2 %

携帯電話へ電子メール受信  2.3 %

その他  2.3 %

不明  1.1 % 
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設問 8 たまたま立ち寄った道の駅でおいしい松茸ごはんを食べ、来年もまた来

て食べたいと思いました。来年のこの時期に、道の駅からどのような方法で情報発

信してほしいですか？

郵送によるダイレクトメール  17.2 %

電子メールによる案内  39.1 %

道の駅ホームページ  42.5 %

その他  5.7 %

情報発信はいらない  4.6 %

不明  2.3 %

設問 9 たまたま立ち寄った道の駅の情報コーナーで、 12km離れた隣の道の駅で

きのこ汁１杯無料サービスしていることを知りました。あなたはどうしますか？

隣の道の駅は行く  33.3 %

もう少し大きなメリットがあれば行く  51.7 %

サービスの大小にかかわらず行かない  5.7 %

その他  6.9 %

不明  2.3 % 
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③ 調査結果の考察 

■道の駅の利用率とその目的

道の駅へ行ったことがある人は 98%、さらに調査を実施した 2009年に道の駅を訪れ

た人が 62%を占めており、道の駅が広く浸透し、活用されている姿が浮き彫りになっ

た。また、道の駅を訪れる目的としては、休憩、食事、買い物、道路・観光情報入手な

どが上位を占めている。 

■道の駅とコンビニエンスストア

道の駅と類似の機能を有するコンビニエンスストアとの使い分けという視点で、道の

駅への期待を探るため、慣れない土地をドライブ中に少しお腹がすいた時に、どちらを

選好するか尋ねてみたところ、71% が道の駅を選び、 21%がコンビニエンスストアを選

んでいる。

道の駅を選んだ理由としては、「土産物」「特産品」「新鮮野菜」など日常生活では

入手しにくいものがあること、「トイレがきれい」「駐車場が広い」「食事がゆったり

できる」など上質な休憩機能などをその理由として挙げている。

一方、コンビニエンスストアを選んだ人は、「慣れ」「共通の品揃え」「２４時間営

業」など便利さを理由に挙げている。

道の駅とコンビニ併設時、どちらに寄りますか？

道の駅, 71.3%

コンビニ , 21.8%

どちらへも寄ら

ない, 4.6%
不明, 2.3%

道の駅利用目的

休憩, 44.4%

食事, 13.0%

買い物 , 21.0%

道路・観光情報

入手, 12.3%

スタンプ集

め, 4.3%
その他 , 

1.9% 特にない , 2.5%
不明, 
0.6%

道の駅選択理由 

1. 土産物、特産物が豊富 

2. 気軽に立ち寄れる 

3. トイレがきれい 

4. 食事（ゆったり）できる 

5. 地元の新鮮野菜が安く買える 

6. 観光パンフレットがありドライブが楽しくなる 

7. 駐車場が広い など

コンビニ選択理由 

1. 何がどの辺においてあるか探さなくても分かる。 

2. 使い慣れている 

3. 24時間営業 など

どちらにも寄らない理由 

1. 太るから など

ＩＴＳワールド 2009 展示会での来場者に対するアンケート結果
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■道の駅に対する期待等

道の駅に期待することとしては、休憩サービス機能、飲食サービス機能に期待する人

が半数前後、観光ガイド機能、道路交通情報、物販サービス機能に期待する人も多い。

その一方、通行止め情報などの公的性格の強い情報ついて、85% が道の駅での詳細な

情報の入手に期待を示しており、買い物情報については、そうした情報を受け取った場

合、78%が立ち寄るとしている。

さらに、車内での情報受信手段としては、 70%がカーナビを通した情報入手を希望し

ている。

道の駅に期待する事

休憩サービス

機能, 24.8%

飲食サービス

機能, 20.9%
物販サービス

機能, 14.6%

観光ガイド機

能, 17.0%

道路交通情

報, 16.0%

緊急時支援

機能, 6.3% 不明, 0.5%

休憩サービス

機能, 24.8%

飲食サービス

機能, 20.9%
物販サービス

機能, 14.6%

観光ガイド機

能, 17.0%

道路交通情

報, 16.0%

緊急時支援

機能, 6.3% 不明, 0.5%

詳細な道路情報が取得できる場合、道の駅に

立ち寄るか

必ず立ち寄る , 
32.2%

たぶん立ち寄

る, 52.9%

立ち寄らな

い, 4.6%

わからない , 
10.3%

不明, 0.0%

詳細な道路情報が取得できる場合、道の駅に

立ち寄るか

お買い得情報等が道の駅から発信したら、立ち

寄るか

必ず立ち寄

る, 20.7%

たぶん立ち寄

る, 57.5%

立ち寄らない , 
10.3%

わからな

い, 11.5%
不明, 0.0%

お買い得情報等が道の駅から発信したら、立ち

寄るか

カーナビで画面

表示+音声読み
上げ, 70.1% 

ETC車載機から
音声読み上げ, 

16.5%

地域FM放送, 
8.2%

携帯電話へ電

子メール受信 , 
2.1%

その他 , 2.1%

不明, 1.0%

道の駅情報をどのような手段で入手したいか

ＩＴＳワールド 2009 展示会での来場者に対するアンケート結果
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Ⅵ 集客地におけるモバイルオフィスィス 

3 現状調査の分析 

（1） 「道の駅」における ICT利活用の必要性  

① 道の駅側のニーズ 

道の駅における現地調査および公開討論から、道の駅側では情報発信機能を強化する

ことで来場者を増やしたいというニーズが強いが、その障害要素としては、容易にドラ

イバへ情報発信する仕組みがない (或いは乏しい )ことが挙げられる。 

また、道の駅周辺との連携の観点から、地域情報発信の拠点、災害時の避難先など公

的な役割が期待されているが、先の容易な情報発信とも併せ、それに携わる人材が確保

されていないことも、道の駅側のニーズを満たすための大きな問題となっている。  

② 利用者のニーズ 

利用者に対するニーズ調査から、道の駅は多くの人にとって、コンビニエンスストア

と同様に身近な存在であるが、利用者は、道の駅とコンビニエンスストアの利用を明確

に区別している。 

すなわち、コンビニエンスストアには能動的にある程度明確な目的を持って利用して

いるのに対し、道の駅については、休憩などの「付加価値」として、何かあれば利用し

たいという受動的な要素が強い。 

そのため、利用者のニーズに合った情報がタイムリーに届けば、道の駅に立ち寄る頻

度が高まる可能性が高い。 

また、道の駅に対しては、道路情報などの公的性格の強い情報について大きな期待が

寄せられている。 

以上から、利用者のニーズに合った情報を道の駅からタイムリーに発信することがで

き、それをカーナビなどで手軽に受信できる車内環境が整えば、道の駅に立ち寄る利用

者を増やすことが可能であり、また、道の駅側にもそうした情報を発信したいというニ

ーズがあることから、その両者をつなぐための手段として ICTの利活用は必須と言って

もよく、さらに、道の駅を情報発着信拠点とすることで、地域との繋がり、すなわち地

域コミュニティ拠点、或いは災害時等の公的支援拠点ともなり得る点からも、道の駅に

おける ICT利活用は、極めて有効であると考えられる。 
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・コンビニは「○○が欲しい」という能動的要素によって訪れるが、
道の駅は休憩を兼ねて「何があるのかな」と受動的要素が強い。
・コンビニの情報は純粋な商業情報であるのに対し、道の駅の
情報はある程度の公共性を持った情報が求められる。

コンビニ
と

道の駅

・・道の駅に道の駅には何は何かがあかがあるるだだろろううとといいう期待う期待

利 用 者利 用 者利 用 者利 用 者 コンビニ ・コンビニは「○○が欲しい」という能動的要素によって訪れるが、

と 道の駅は休憩を兼ねて「何があるのかな」と受動的要素が強い。

道の駅 ・コンビニの情報は純粋な商業情報であるのに対し、道の駅の
情報はある程度の公共性を持った情報が求められる。

道の駅側道の駅側 道の駅周辺地域道の駅周辺地域

道の駅道の駅
・訪れて楽しい「道の駅」
・ 役に立つ情報が得られる「道の駅」
・ 地域の役に立つ「道の駅」

「 ニーズに合った 」

ICT利活用が必要

道の駅側道の駅側 道の駅周辺地域道の駅周辺地域

道の駅道の駅
・訪れて楽しい「道の駅」
・ 役に立つ情報が得られる「道の駅」
・ 地域の役に立つ「道の駅」

「 ニーズに合った 」

ICT利活用が必要
「ニーズに合った 」 
ICT利活用が必要

・・情報発信の充実に情報発信の充実によよるる	 ・地域コ・地域コミミュニュニテティィ・地域情報の拠点と・地域情報の拠点とししてての期待の期待
活性化の期待活性化の期待 ・災害避難先な・災害避難先などど公共的施設と公共的施設とししてての期待の期待

車内におけるモバイルオフィスの高度化に関する調査検討 

（2） 「道の駅」におけるICT利活用のあるべき姿 

以上を踏まえ、道の駅における ICTの利活用をいかに利活用すべきかを以下のとおり

整理した。 

■始めにニーズあり

せっかくシステムを整備しても現場で継続的に運用できなければ役立たないこと

から、道の駅側のニーズ、利用者のニーズを正しく把握する必要。 

■道の駅情報発信力の強化

無理なく継続的に情報を発信するためには、道の駅が容易に情報を発信できる仕

組み、利用者のニーズに合致したコンテンツの確保、ICT活用やイベント・観光企

画を推進できる人材育成が必要。 

■タイムリーな情報配信

道の駅から発信された情報を、相手の場所・時間・嗜好などを考慮して、最適な

方法・タイミングで配信するシステムが必要。
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Ⅵ 集客地におけるモバイルオフィスィス 

モバイルオフィス活用の方向性

道の駅側のニーズ 
• 集客力の拡大 
• リピータの拡大 
• 地域への波及効果 
• ユーザ向け情報発信

道の駅ユーザのニーズ
・地域の特産品
全国画一への反発

・地域文化との接触
・安全・快適なドライブ

モバイルオフィス環境
・新たなメディア出現
・通信コストの低減
・モバイル端末普及

１．初めにニーズあり
・道の駅側のニーズ
・道の駅ユーザのニーズ

２．モバイルオフィスは道具
・その時点で普及している手段を利用
・将来の環境変化を考慮
・最適な無線メディアの選択

３．道の駅の情報発信力強化 
• 容易に発信できる仕組みの整備 
• 発信すべきイベント、ニュースの充実 
• 情報発信できる人材育成

４．タイムリーな情報配信
・ユーザのいる場所に応じた情報選択・配信
・時間帯に応じた情報選択・配信
・ユーザの好みに合わせた情報選択・配信

これらの要件から、利用者の「場所・時間・嗜好」を軸として、各場面のニーズを反

映してとりまとめたのが、次の情報配信・提供システムの概念である。
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ドドラライイブブ計画計画立案時立案時にに、、
行行ききたたくなくなるる情情報報を発信を発信

近隣観光近隣観光地の映地の映像を情報像を情報
サーサーバにバに伝伝送し送し、、ココンンテテンンツツととししてて活用活用

出発前の出発前の情報情報は、は、自宅の自宅の
パパソソコンコンでで 『『道の駅道の駅 』』のの

ホホームームペページージかからら

・・着地型観光着地型観光ココーースス
・・レレスストトラランのンのメニメニュュ
・・物販物販//地域地域産品メ産品メニニュュ

オオンンリリーー１１、、地域の地域の特産特産

イインンターネターネッットト

予約機能も予約機能も重重要要

ドドラライイブブルルーートトをを変変ええててででもも
道の駅情

立立
道の駅情報サー報サーババ

ちち寄寄りたりたくくななるる情情報報をを発発 無線信信 無線LLAANN 
途中の情途中の情報報をチをチェェッックク ・・今今日日だだけのけのイイベンベン Wトト WiMiMAAXX 

・・タタイイムムセセーー Dルル	 DSRSRCCなどなど 
・・今日は駅長今日は駅長いいまますす (！！	 ( エリアエリア内内限定限定 ))

ワワンンセセググ放放送送

急速に急速に普及し普及していているる通信通信機能機能をを有し有し 現地限定たた 現地限定のの

安価な安価な小型小型パソパソココンン((ネッネットトブブックック)) ロやや ローーカカルルササーービスビス

ゲゲーームム機など機などをを車車内端末内端末ととしして利て利用用 来た来た人だ人だけけがが得ら得られるれる情報情報
ちちょょっっとと得し得したた気分で気分で口口ココミミ 道の駅宣宣 道の駅情報情報スス
伝伝ししててももららおおうう
・・たったった今た今入入荷荷しした珍た珍 テ品品 テーーシショョンン

無線無線LALANN機能が標準機能が標準装備装備
・あ・あななたのたの記念日記念日にに粗品を粗品を
・・駅長行き駅長行きつつけけののおお店紹介店紹介

車内におけるモバイルオフィスの高度化に関する調査検討 
 

図 30 道の駅における情報配信・提供システムの概念 

•ドライブに出かける前に家庭でドライブ計画を作成する。ここでは、インターネット
経由で目的地および経路周辺の道の駅情報を提供する。 

出発前	 
• (各道の駅の営業時間、特産品、飲食メニュー、周辺の体験型観光コースメニュ、イ
ベント予定など)

• ドライブ開始後は、道路の通行止め情報や道の駅/周辺施設での今参加できるイベン
ト情報などを提供する。走行中の車内へ情報を届けるため、現状では携帯電話網を
利用することが一般的であるが、今後はWiMAXや放送など新たなメディアを利用する
形態も検討する必要がある。ドライブ中

（出発直後） 

•道の駅近くまで来た利用者には、「来た人だけが得する情報」を提供する。駅長
がこっそり教える周辺の観光・グルメ情報を道の駅構内の無線LAN等で車内に届
ける。ドライブ中

（近隣） 
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Ⅵ 集客地におけるモバイルオフィスィス 

4 「モバイルオフィスを活用した道の駅総合情報システム」

（1） モバイルオフィスの利活用

本分野での調査検討は、これまで述べてきたとおり、実用性の高い利活用モデルとの

観点から、「システムありき」ではなく、その「ニーズ」を出発点とするシステムにつ

いて調査検討を進めてきた。

その結果として、情報配信・提供システムの概念を前項のとおりとりまとめたが、こ

の中で移動体通信技術を基盤とするモバイルオフィスが、例えば、近隣観光地の画像伝

送などにおいて必要不可欠なシステムであるものの、モバイルオフィスの利活用だけを

前提として実現するのは困難である。従って、本調査検討分野におけるモバイルオフィ

スの利活用は、それ単独の利活用ではなく、ニーズに合致したシステムの中の一つの

「道具」として最も適したシーンにおいて利活用とすべきであり、併せて、移動体通信

技術が日々進化している現状からは、数年先の動向（無線技術の進歩、車載器等の普及

予測）も視野に入れることも重要である。

以上の点をこれまでの検討と併せて、集客地におけるモバイルオフィス～道の駅に

おける利活用～の具体的利活用モデルとして「モバイルオフィスを活用した道の駅総

合情報システム」をとりまとめた。
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車内におけるモバイルオフィスの高度化に関する調査検討 

流入車両へのプッシュ型情報サービス

•道の駅の手前2 ～3kmを走行中の車両に対して、道の駅への立ち寄りを促す情報を送り込
む。

• 特に1時間以上走行し続けている車両には、安全のため道の駅で休息を取ることを強く
促す。さらに、今参加できる道の駅内のイベント、特売品、道の駅周辺のミニ観光コー
スなどを紹介する

駐車車両へのリクエスト型情報サービス 

•道の駅駐車場へ入場した車両に対して、歓迎メッセージとともにこの道の駅の情報検索
メニューをダウンロードする。 

• ドライバは初めて訪れた道の駅であっても、トイレやレストランの位置、特産品や駅限
定の飲食メニュー、 1～2時間程度で回れる周辺のミニ観光コースなどを、車両から出る
前に知ることができる。 

• ただし、このサービスは、 DSRC車載器の普及、DSRCアンテナの道の駅内設置など環
境が整った後に実現する。

ビジターへの道の駅内情報サービス 

•道の駅内の情報コーナーで、特産品や駅限定の飲食メニュー、 1～2時間程度で回ること
のできる周辺のミニ観光コース、駅長のつぶやきなどを知ることができる。また、ミニ
観光コースはここで申し込み・予約ができる。また、周辺の観光地図、正確な道路地図、
広域地図など好みに応じた地図を、ここでプリント出力して持ち帰ることができる。

ビジター参加型情報サービス 

•道の駅およびその周辺地域の活性化促進のため、ビジターの声を吸い上げる仕組みを整
える。 

• ブログ、ツイッターなど世の中に広まっている道具も活用し、物販施設での品揃え、レ
ストランでの飲食メニュー、着地型観光コースなどのレベルアップを実現する。

地域事業者参加型情報サービス

•道の駅周辺の農林水産事業者、地場産業、観光事業者などの参画を得て、地域の魅力を
高め、リピータの拡大を実現する
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車内におけるモバイルオフィスの高度化に関する調査検討 Ⅵ 集客地におけるモバイルオフィス 

（2） 具体的利活用モデル

１．流入車両へのプッシュ型情報サービス

「道の駅」+ モバイルオフィスのサービスイメージ

「道の駅△△」へどうぞ！

・駐車場案内情報
・カメラ画像
・情報ｽﾃｰｼｮﾝ（ﾘｸｴｽﾄ型）への案内
・おすすめ情報 等

２．駐車車両へのリクエスト型情報サービス

〇〇様、 「道の駅△△」へようこそ！

お立ち寄り情報（見る・食べる・遊ぶ）

ケータイ版クーポンブック

即日周辺宿泊予約

各種情報（道路交通、気象、イベント）

新商品創出プロジェクトの案内と申込

着地型ツアー案内と予約

目的地登録

宿泊予約

音楽・クイズ・ゲーム

全国道の駅ｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞｯｽﾞ周辺の特産品

購入する

購入する

ドライブスルーサービス

地域の他事業との連携

・コンテンツの効率的な収集、内容の充実をはかる

・着地型観光事業者のサービス案内
・地域文化再発見！ツアー、ウォーキングの案内
・地域産業の現場探訪、
・体験型プログラム（食べ物づくり、伝統工芸など）の案内

レストラン ・ cafe

情報ステーションB

デジタルサイネージ ４．ビジター参加型情報サービス

３．ビジターへの道の駅内情報サービス

５．地域事業者参加型情報サービス

車への「道の駅」＆地域情報サービスで、地域魅力発信＆ビジターの行動支援

ｸﾞｯｽﾞ

地

＜車内画面＞

「道の駅△△」からお知らせです。本日××
時からイベント開催！おすすめ限定料理
は・・・・・。

周辺観光の詳しい情報や特産品、最新の道
路状況チェックなどは、情報ｽﾃｰｼｮﾝまで。
お待ちしております！

①

②

＜車内画面＞

＜お立ち寄り情報／宿泊予約＞
＜ネットショッピングモール＞

＜ドライブスルーショッピング＞

一般ショッピングコーナー
「道の駅△△」バザール
（特産品市場）

閲覧情報を基に、
・カーナビの目的地に複数登録
（出発時に目的地設定）

・即日の宿泊予約 等

携帯電話へプッシュ配信。
クーポンブックを持ち運び、
広域へ移動

ITS車載機なら、オンライン
での代金決済も

＊登録会員向けには

・到着／出発時のｺﾝｼｪﾙｼﾞｭｻｰﾋﾞｽ

・会員限定コンテンツ・機能提供

・ポイント交換による囲い込み 等

観光中の出先から、自宅から
・同一コンテンツの利用サービス
・情報の投稿（ドライブﾞブログ、口コミ、 ツイッター 等）
・観光・VIEWスポット、料理、おみやげの人気ランキング
・着地型ツアー、新商品創出プロジェクトへの参加 など

情報ステーションでの
サービス利用

情報ステーションA

DSRC路側無線装置

サービスの提供

〇〇様
「道の駅△△」へようこそ！

本日××時からイベント開催！おすす
め限定料理は・・・・・。

周辺観光前に、クーポンブックをどう
ぞ！
今日のお宿、地域ツアーの予約も
OK！新商品づくりにも参加してください
ね！

＜車内音声＞

＜音声＞

〇〇様
「道の駅△△」をご利用いただき、

ありがとうございました！

またのご来場をお待ちしております。

②

「道の駅△△」駐車場から

周辺周遊観光へ出発

観光・
宿泊
POI

商品DB 登録会員
DB

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

情報提供サーバ

地域情報コンテンツの作成

③

駐車車両内と同じサービスに加えて、

美しい映像など、リッチコンテンツは

道の駅内の情報ステーションで。

＊ユーザー登録型も

＊ユーザー登録型

１．流入車両へのプッシュ型情報サービス

「道の駅」+ モバイルオフィスのサービスイメージ

「道の駅△△」へどうぞ！

・駐車場案内情報
・カメラ画像
・情報ｽﾃｰｼｮﾝ（ﾘｸｴｽﾄ型）への案内
・おすすめ情報 等

＜車内画面＞

「道の駅△△」からお知らせです。本日××
時からイベント開催！おすすめ限定料理
は・・・・・。

周辺観光の詳しい情報や特産品、最新の道
路状況チェックなどは、情報ｽﾃｰｼｮﾝまで。
お待ちしております！ 

① 

②

２．駐車車両へのリクエスト型情報サービス

＜車内画面＞

〇〇様、 「道の駅△△」へようこそ！

お立ち寄り情報（見る・食べる・遊ぶ）

ケータイ版クーポンブック

即日周辺宿泊予約

各種情報（道路交通、気象、イベント）

新商品創出プロジェクトの案内と申込

着地型ツアー案内と予約

目的地登録

宿泊予約

＜お立ち寄り情報／宿泊予約＞
音楽・クイズ・ゲーム

＜ネットショッピングモール＞

全国道の駅ｵﾘｼﾞﾅﾙ 周辺の特産品

購入する

＜ドライブスルーショッピング＞

購入する

一般ショッピングコーナー
「道の駅△△」バザール
（特産品市場）

ドライブスルーサービス

閲覧情報を基に、
・カーナビの目的地に複数登録
（出発時に目的地設定）

・即日の宿泊予約 等

携帯電話へプッシュ配信。
クーポンブックを持ち運び、
広域へ移動 

ITS車載機なら、オンライン
での代金決済も

＊登録会員向けには

・到着／出発時のｺﾝｼｪﾙｼﾞｭｻｰﾋﾞｽ

・会員限定コンテンツ・機能提供

・ポイント交換による囲い込み 等

観光中の出先から、自宅から
・同一コンテンツの利用サービス
・情報の投稿（ドライブﾞブログ、口コミ、 ツイッター 等）
・観光・VIEWスポット、料理、おみやげの人気ランキング
・着地型ツアー、新商品創出プロジェクトへの参加 など

情報ステーションでの
サービス利用

域の他事業との連携

・コンテンツの効率的な収集、内容の充実をはかる

・着地型観光事業者のサービス案内
・地域文化再発見！ツアー、ウォーキングの案内
・地域産業の現場探訪、
・体験型プログラム（食べ物づくり、伝統工芸など）の案内

情報ステーションA 

DSRC路側無線装置

サービスの提供

〇〇様
「道の駅△△」へようこそ！

本日××時からイベント開催！おすす
め限定料理は・・・・・。

周辺観光前に、クーポンブックをどう
ぞ！
今日のお宿、地域ツアーの予約も 
OK！新商品づくりにも参加してください
ね！

＜車内音声＞

レストラン ・ cafe

情報ステーションB

デジタルサイネージ

＜音声＞

〇〇様
「道の駅△△」をご利用いただき、

ありがとうございました！

またのご来場をお待ちしております。 

②

「道の駅△△」駐車場から

周辺周遊観光へ出発

４．ビジター参加型情報サービス

観光・
宿泊 
POI

商品DB 登録会員 
DB

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

情報提供サーバ

地域情報コンテンツの作成 

③

３．ビジターへの道の駅内情報サービス

５．地域事業者参加型情報サービス

駐車車両内と同じサービスに加えて、

美しい映像など、リッチコンテンツは

道の駅内の情報ステーションで。

車への「道の駅」＆地域情報サービスで、地域魅力発信＆ビジターの行動支援

＊ユーザー登録型も

＊ユーザー登録型

84



Ⅵ 集客地におけるモバイルオフィス 

5 実現に向けての課題  

① システム構築  

ICTの進展により、情報発信する道具はいろいろ選択できる環境になっているが、道

の駅に出入りする人（農家の老人、地元の諸団体の役員など）は、必ずしもその取扱い

や使いこなしに、慣れていないのが現状である。 

そのため、一部の ICTに慣れた人しか情報発信できない難解なシステムでなく、既存

の携帯電話やパソコンなどで平易に使えるシステム、現場に近いところからいつでも鮮

度の高い情報を発信できるシステム環境が必要である。 

さらに、情報を発信・配信する作業と、現場からそこで起きている事象を入力する作

業に分け、情報入力作業だけに専念できるなどの工夫も必要である。 

また、発信・配信された情報を、道の駅利用者である観光客やドライバが、いつでも

どこでも受信できる環境整備が必要である。 

現状においては、既に広く普及している携帯電話やパソコンで受信することが中心と

なるが、運転中のドライバが受信するためには、運転の邪魔しないことは鉄則であるた

め、走行中は音声だけで案内し、停車・駐車時に文字や画像で補うなどの工夫が必要で

ある。 

さらに、今後普及が期待される DSRCや WiMAXなど新たな通信メディアの活用の仕

方も、あらかじめ将来計画に織り込んでおく必要もある。 

・容易に情報発信できる機能 

・どこでも受信できる機能 
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車内におけるモバイルオフィスの高度化に関する調査検討 

② 最適なタイミングで配信できる機能

一口に道の駅利用者と言っても多様であり、初めて訪れる観光客、何度も来ている観

光客、地元の人達等々、それぞれのカテゴリに対応したコンテンツを整理分類し、その

コンテンツを誰がどのような手段で発信するか固めておく必要がある。

また、その中で、観光客向けのコンテンツとしては特に「着地型観光」についての検

討が重要である。

着地型観光は、現地集合・現地解散のツアーで、住民の参加を得て、体験・交流・学

習等を目的にすることが多いことから、道の駅の基本機能にも整合するものである。

例えば、たまたま立ち寄った道の駅で、1 ～2時間程度でその地域の文化・歴史を体

感できる観光コースを整備することで、道の駅利用者へのサービス向上だけでなく、地

域経済の活性化にも役立つことが充分に期待され、地域の観光素材の掘り起こし、観光

客受け入れ体制の整備をした上で、道の駅発着ミニ観光コースのメニューを充実するこ

とが、結果として発信コンテンツの充実に繋げることができるものと考えられる。

・発信コンテンツの整備

・着地型観光コースの開発 

③ 道の駅でのイベント企画

道の駅を情報発信の拠点とするためには、それを推進する人材が必要であるが、道の

駅駅長が常時対応することは一般的には困難であり、駅長を補佐して情報発信を推進す

る人（これを「道の駅助役」と呼ぶ）を設置することが望まれる。

また、道の駅から発信するコンテンツを充実するためには、前述の着地型観光コース

の開発やイベント企画が重要な役割となるため、 ICT技術の利用方法だけでなく、発信

するコンテンツの創出をリードできる人材を養成することが、無理なく情報発信を継続

運営するための要となる。

従って、「道の駅助役」には、 ICT活用と併せて、観光コース開発、イベント企画な

どを推進できる人材となり得るための育成が必要であり、そのための教育環境について

も検討する必要がある。

・継続できる人材育成

・情報発信者（道の駅助役）

・イベントや観光企画ができる人
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Ⅵ 集客地におけるモバイルオフィスィス 

④ 道の駅連携体制

本利活用システムを導入した結果は、その道の駅だけに留まることなく、近隣の道の

駅、全国の道の駅に横展開して共有され、そうした連携の中でより有効なシステムとす

ることが重要で、そのためには、将来的に、組織的にそれを推進する体制整備も必要で

ある。

こうしたことにより、本利活用モデルが、道の駅、その利用者及びその地域のいずれ

にとっても役立つシステムとして社会的に認知されると同時に、道の駅のブランドイメ

ージの向上にも繋がるものと考えられる。

・成功例を横展開できる道の駅の連携
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Ⅵ 集客地におけるモバイルオフィス 
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